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県本部第２回中央委員会
  と　き　12月17日（土）　１0時００分

  ところ　自治労連愛知県本部大会議室　

　
一
方
で
特
殊
勤
務
手
当
の

廃
止
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
お

り
、
職
場
か
ら
「
廃
止
反
対
」

の
声
が
強
く
、
清
掃
手
当
、
変

則
勤
務
手
当
に
つ
い
て
引
き

続
き
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
る
立
場
で
、
継
続
協

議
と
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
豊
川
市
病
労
組
は
　

月
　

11

11

日
の
交
渉
で
、
夜
間
看
護
手
当

の
改
善
を
か
ち
と
り
ま
し
た
。

近
隣
の
病
院
と
比
較
し
て
低

い
た
め
、
改
善
を
申
し
入
れ
る

な
か
で
実
現
し
ま
し
た
。
長

夜
勤
勤
務
１
回
７
５
０
０
円

を
８
２
０
０
円
に
、
深
夜
勤
務

３
８
０
０
円
を
４
３
０
０
円

日比谷野外音楽堂に１７００人／１１．９中央行動

 秋
季
年
末
闘
争
　
各
単
組
で
交
渉
　
要
求
実
現
へ

 昇
格
年
数
短
縮
、
不
払
い
残
業
是
正
で
前
進
 

　
豊
橋
市
職
労
は
、
職
場
代
表

が
参
加
し
て
交
渉
を
か
さ
ね

て
き
ま
し
た
。
地
域
手
当
６

％
維
持
の
ほ
か
、
第
２
回
目
の

交
渉
で
昇
格
基
準
改
善
の
回

総
務
省
は
地
方
自
治
体
へ
の
押
し
つ
け
や
め

総
務
省
は
地
方
自
治
体
へ
の
押
し
つ
け
や
め
よよ

！！

人
間
ら
し
く
働
き
た
い

人
間
ら
し
く
働
き
た
い
！！

労
働
法
制
の
改
悪
や
め

労
働
法
制
の
改
悪
や
め
てて

　
　
　
　
「
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー

　
　
　
ム
ー
ン
」
（
呼
び
方
は
い

　
　
　
ろ
い
ろ
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
）
。　

月
　
日
、　

年
ぶ
り
に
、

11

14

68

地
球
に
最
接
近
し
た
お
月
様
。
ネ

ッ
ト
情
報
に
よ
る
と
、
月
と
地
球

の
距
離
は
、
平
均
で
　
万
㎞
。
一

38

番
近
く
て
　
万
㎞
、
遠
く
て
　
万

36

41

㎞
だ
そ
う
な
。
天
候
の
加
減
で
、

沖
縄
な
ど
一
部
で
し
か
出
会
え
な

か
っ
た
「
ウ
ル
ト
ラ
ス
ー
パ
ー
ム

ー
ン
」
。
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
に
あ
る

の
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
は
、
と
っ
て
も
残
念
。
▼
名
古

屋
の
河
村
市
長
が
８
年
前
、
金
看

板
に
し
た
「
減
税
」
。
自
身
の
報

酬
を
８
０
０
万
円
に
削
減
し
、

「
減
税
」
を
評
価
す
る
市
民
の
方

は
、
今
で
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
１
５

年
度
の
決
算
で
、
個
人
で
一
番
た

く
さ
ん
税
金
が
返
っ
て
き
た
人
は

３
９
３
万
円
、
企
業
で
は
、
な
ん

と
１
億
４
６
０
０
万
円
。
そ
の
実

像

は
、
や

っ

ぱ

り
「
金

持

ち

減

税
」
。
結
果
的
に
、
市
の
税
収
を

減
ら
し
、
暮
ら
し
に
格
差
を
拡
大

す
る
一
方
で
、
保
育
園
・
学
校
給

食
は
じ
め
様
々
な
分
野
で
民
営
化

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
▼
残
念
な

が
ら
、
２
０
１
６
年
は
、
グ
ラ
ン

パ
ス
も
、
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
も
成
績
が

…
。
名
古
屋
市
も
、
職
員
の
賃
金

は
政
令
指
定
都
市
中
、
低
位
の
ま

ま
。
係
長
試
験
の
受
験
者
数
も
低

迷
し
て
お
り
、
試
験
制
度
を
見
直

す
な
ど
、
市
側
は
受
験
率
向
上
に

躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
▼
グ
ラ

ン
パ
ス
も
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
も
名
古
屋

市
役
所
も
、
ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
選

手
の
や
る
気
に
大
き
く
影
響
す
る

と
す
れ
ば
、
２
０
１
７
年
４
月
の

市
長
選
挙
は
、
ト
ッ
プ
を
変
え

て
、
賃
金
労
働
条
件
・
定
員
要
求
、

職
場
と
仕
事
な
ど
を
、
職
員
に
と

っ
て
働
き
が
い
の
あ
る
も
の
に
変

化
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
。
河
村
市
政

の
実
像
を
地
域
で
語
り
、
明
ら
か

に
し
共
感
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。
み

な
さ
ん
、
お
し
ゃ
べ
り
は
、
タ
ダ

で
す
よ
★
★
★
　
　
   （
え
び
）

答
が
あ
り
ま
し
た
。
４
級
到

達
を
こ
れ
ま
で
の
　

年
か
ら

12

　
年
に
短
縮
、
同
様
に
現
業
職

10員
も
２
年
短
縮
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　
安
倍
改
憲
内
閣
　
！
実
質
賃

NO

金
の
底
上
げ
、
雇
用
ル
ー
ル
の

破
壊
阻
止
を
め
ざ
す
　
・
９
中

11

央
行
動
に
、
全
国
各
地
か
ら
１

７
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自
治
労
連
独
自
の
総
務
省
前
要

求
行
動
で
は
、　

秋
年
確
定
闘

16

争
に
お
け
る
総
務
省
の
地
方
自

治
介
入
を
押
し
付
け
る
な
の
団

体
要
請
署
名
（
１
０
１
２
団

体
）
を
代
表
団
が
提
出
。
愛
知

か
ら
西
尾
市
職
・
鈴
木
貴
夫
さ

ん
が
要
請
に
参
加
し
、
「
地
方

自
治
体
へ
の
介
入
を
や
め
る
べ

き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
の
総
決

起
集
会
に
は
５
団
体
の
代
表
が

決
意
表
明
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
は

許
さ
な
い
（
全
農
協
労
連
）
、
生

存
権
を
脅
か
す
政
権
は
退
陣
を

（
全
厚
生
）
、
電
通
過
労
死
自
殺

に
触
れ
て
、
人
権
尊
重
を
（
出

版
労
連
）
な
ど
が
発
言
さ
れ
ま

し
た
。
国
会
請
願
デ
モ
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
や
労
働
法
制
改
悪
反
対
な
ど

参
議
院
議
員
へ
の
要
請
行
動
に

愛
知
の
代
表
団
　
人
が
参
加
し

10

ま
し
た
。

　
県
内
の
公
務
・
民
間
労
働
組

合
等
が
参
加
す
る
愛
労
連
は
、

　
月
　
日
、
主
要
駅
頭
１
２
０

11

17

カ
所
以
上
で
早
朝
・
夕
方
宣
伝

や
学
習
会
な
ど
、
労
働
法
制
改

悪
ス
ト
ッ
プ
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
と

「
地
域
総
行
動
」
を
い
っ
せ
い

に
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
瑞
穂
区
の
地
下
鉄
「
新
瑞
橋
」

駅
前
で
ビ
ラ
を
受
け
取
っ
た
あ

る
会
社
員
は
「
サ
ー
ビ
ス
残
業

を
法
的
に
規
制
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　｢新瑞橋｣バスターミナルで早朝宣伝

各職場から団体交渉に参加／豊橋市職労

に
、
ま
た
準
夜
勤
は
３
４
０
０

円
を
３
９
０
０
円
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
超
過
勤
務
を
め
ぐ

っ
て
「
新
人
の
う
ち
は
時
間
外

手
当
を
出
さ
な
い
」
な
ど
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
改

善
を
要
求
す
る
な
か
で
、
「
時

間
外
勤
務
の
適
切
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
が

出
さ
れ
、
改
善
に
む
け
て
前
進

し
ま
し
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
他
単
組
も
積
極
的
に
交
渉

を
進
め
て
お
り
、
進
捗
状
況
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
給
与
制
度
見
直
し
」
に
よ

る
「
現
給
保
障
」
が
　
年
度
末

29

で
終
了
し
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
す
と
、
中
高
齢
層
は
こ
れ
だ

け
で
賃
下
げ
に
な
り
ま
す
。

　
現
給
保
障
の
間
は
昇
給
や
、

給
料
表
が
改
定
さ
れ
て
も
　15

年
３
月
時
点
の
給
料
表
水
準

に
は
達
し
ま
せ
ん
。
中
堅
職

員
の
賃
金
が
そ
の
ま
ま
下
が

る
の
を
放
置
し
て
い
て
は
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も

影
響
し
ま
す
。

　
全
国
的
な
対
応
は
こ
れ
か

ら
で
す
が
、
岡
山
市
で
は
給
与

条
例
の
「
給
料
の
切
り
替
え
に

伴
う
経
過
措
置
」
の
な
か
で
、

一
律
７
０
０
円
を
加
算
す
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

加
算
す
る
額
の
根
拠
に
は
人

事
院
勧
告
の
引
上
げ
率
や
都

道
府
県
人
事
委
員
会
の
率
を

活
用
し
て
は
じ
き
出
す
な
ど
、

早
急
に
要
求
に
つ
い
て
具
体

化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
民
間
の
大
手
の
賃
上
げ
が

不
確
実
さ
を
増
す
な
か
で
　17

年
人
事
院
勧
告
も
上
が
る
保

証
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

全
体
の
賃
金
改
善
が
進
ま
な

い
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現

給
保
障
に
つ
い
て
は
、
春
闘
段

階
か
ら
要
求
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

道草

　
　
月
に
入
り
、
各
単
組
で
交
渉
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

11
す
。
今
秋
季
年
末
闘
争
で
県
本
部
が
強
調
し
て
き
た
こ
と

は
、
国
ど
お
り
の
改
定
で
あ
れ
ば
、
本
府
省
業
務
調
整
手
当

分
の
２
０
６
円
分
の
較
差
は
反
映
し
な
い
こ
と
か
ら
、
給
料

表
の
改
善
を
は
じ
め
、
諸
手
当
の
改
善
な
ど
を
軸
に
要
求
を

組
み
立
て
て
追
い
込
ん
で
い
く
こ
と
で
し
た
。
給
料
表
に

つ
い
て
少
な
く
と
も
愛
知
県
並
み
の
水
準
調
整
の
実
現
、
地

域
手
当
ゼ
ロ
地
域
を
な
く
す
こ
と
を
正
面
に
掲
げ
て
奮
闘

し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

 来
年
度
現
給
保
障
廃
止

 ど
う
対
応
す
る
か

一
般
職
・
現
業
職
員

一
般
職
・
現
業
職
員
のの

昇
格
基
準
を
改

昇
格
基
準
を
改
善善

 夜
間
看
護
手
当

 を
改
善

豊豊　橋橋
市職市職労労

豊川豊川市市
病労病労組組

要求の実現を迫る交渉団／春日井市職労
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左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
　
人
に
図
書
カ

10

ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
締
め
切
り
は
　
月
　
日
必

12

31

着
。
ハ
ガ
キ
に
近
況
や
職
場

で
の
話
題
、
「
あ
い
ち
の
仲

間
」
の
感
想
や
載
せ
て
ほ
し

い
話
な
ど
、
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

〒
４
６
２
―
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
―
８
　
自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部
　

【ヨコのカギ】 ①うまい話には〇〇がある　③正
月に――取りで遊ぶ　⑤急ぐので――で郵送　
⑦ボキャブラリー　⑧大サイズ。〇〇寸　⑩中
国第二の大河　⑫〇〇ならぬ恋　⑭――にな
い、とトボける　⑯つりがきともいう

おたのしおたのしみみ
プレゼントつプレゼントつきき
クロスワークロスワードド
パズパズルル

　カギを解き、二重枠に入る
文字を並べてできる言葉は何
でしょう。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
〇
〇
つ
き
、
〇
〇
八

百
　
②
最
後
に
落
ち
を
つ
け
る
話
芸
　

③
カ
ツ
レ
ツ
の
略
　
④
―
―
で
顔
を
拭

く
　
⑥
大
丈
夫
と
―
―
判
を
押
す
　
⑧

―
―
が
素
敵
　
⑨
過
疎
の
対
　
⑪
―
―

離
れ
し
た
人
　
⑬
〇
〇
も
積
も
れ
ば
山

⑮
〇
〇
を
つ
か
む
よ
う
な
話

セット共セット共済済
掛金 病気入掛金　　　　病気入院院
1820円/月 5000円/11820円/月　　　5000円/1日日

　
自
治
労

自
治
労
連連

安くて
安心

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ
のの当

選
当
選
者者

　
１
１
４
３
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
タ
イ
リ
ョ
ク
」
で
し
た
。

　
通
応
募
で
　
通
が
正
解
で
し

37

37

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
）
を
送
り
ま
す
。

伊
藤
　
明
穂
（
名
古
屋
市
職
労
）

岩
田
　
尚
武
（
名
古
屋
市
職
労
）

小
川
　
恭
子
（
春
日
井
市
職
労
）

神
田
　
達
弘
（
豊
橋
市
職
労
）

古
宮
　
有
紀
（
中
水
労
）

近
藤
　
里
美
（
西
尾
市
職
）

森
岡
八
千
代
（
学
事
労
）

諸
戸
　
洋
子
（
長
久
手
市
職
労
）

山
口
　
雄
太
（
豊
橋
市
職
労
）

山
本
　
英
治
（
豊
橋
市
職
労
）

●
今
年
は
犬
山
市
で
も
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
が
多
く
、
対
応
に
も

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
市

民
か
ら
の
目
撃
情
報
が
あ
り
、

現
場
に
行
く
と
大
き
な
イ
ノ
シ

シ
が
２
頭
い
ま
し
た
。
初
め
て

本
物
を
見
た
こ
と
も
あ
り
、
恐

怖
を
感
じ
ま
し
た
。
早
急
に
対

策
し
た
い
で
す
。

（
安
藤
達
哉
・
犬
山
市
職
労
）

●
　
月
は
徳
永
英
明
・
加
藤
登

12
紀
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
ま

っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
小
３
・

年
長
の
孫
と
ラ
イ
ン
を
は
じ
め

ま
し
た
。
楽
し
い
で
す
。

（
佐
野
桂
子
・
瀬
戸
市
職
労
）

　
自
治
労
連
全
国
野
球
大
会
が

　
月
　
日
～
　
日
に
か
け
て
滋

11

21

23

賀
県
で
開
催
さ
れ
、
豊
橋
市
職

労
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
、
惜
し

く
も
三
連
覇
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
初
戦
の
相
手
は
、
愛
媛
の
松

山
市
職
労
チ
ー
ム
。
１
点
を
争

　
　
月
　
日
（
木
）
市
役
所
研

10

27

修
室
に
て
、
賃
金
学
習
会
と
合

わ
せ
て
自
治
労
連
共
済
「
長
く

久
し
く
手
を
と
り
あ
い
た
す

け
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
説

明
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
特
別
支
援
措
置
」
（
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
　

月
末
ま
で
に
７

11

割
の
組
合
員
に
）
を
利
用
し
て

セ
ッ
ト
共
済
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
と
り
く
み
で
、
開
始
前
は

７
名
だ
っ
た
セ
ッ
ト
共
済
の

加
入
者
が
、　

月
　
日
現
在
、

11

21

１
４
５
人
（
加
入
率
　
・
７
％
）

60

と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
秋
の
要
求
交
渉
が
進
む
中
、

職
員
の
力
を
結
集
し
て
、
当
局

案
を
精
査
し
交
渉
し
て
い
く

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

確
定
闘
争
の
時
期
に
こ
そ
組

合
員
を
大
幅
に
増
や
そ
う
と
、

「
組
合
加
入
促
進
特
別
版
（
号

外
）
」
を
作
成
し
、
組
合
の
大
切

さ
や
役
割
を
知
ら
せ
な
が
ら
、

ま
わ
り
の
未
加
入
者
へ
加
入
を
呼
び
か
け
（
碧
南
市
職
）

共
済
プ
レ
ゼ
ン
ト
全
員
加
入
へ
挑
戦
中
（
長
久
手
市
職
労
）

求められる格差求められる格差是是正正

資料を手に、自治労連共済の説明を熱心に…。

執
行
委
員
長
を
先
頭
に
未
加

入
者
に
加
入
を
呼
び
か
け
、
書

記
長
や
執
行
委
員
も
ま
わ
り

の
人
に
声
を
か
け
る
奮
闘
で

正
規
・
臨
職
あ
わ
せ
　
人
（
　

17

11

月
　
日
現
在
）
の
加
入
者
を
迎

21
え
て
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
力
を
結
集
し
一
人

で
も
多
く
の
方
に
職
員
組
合

へ
加
入
し
て
も
ら
お
う
と
、
奮

闘
し
て
い
ま
す
。

長久手市職労「共済キャンペーン」ニュース

軽

鶏

頚

芸
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荊
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 仲仲
 間間
のの    声声

碧
南
市
職
ニ
ュ
ー
ス

焦

点

　
　
月
か
ら
　
月
、
組
織
拡
大
・
強
化
の
集
中
期
間
に
組
合

10

12

加
入
者
を
広
げ
る
奮
闘
が
各
単
組
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
の
執
行
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
、
「
要
求
実
現
の
最

大
の
保
障
は
組
合
員
を
増
や
す
こ
と
。
数
は
力
」
「
自
治
労

連
共
済
た
す
け
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。　

長
久
手
市
職

長
久
手
市
職
労労

碧
南
市
職

碧
南
市
職
　

全
国
大
会
準
優
勝

豊
橋
市
職
労
チ
ー

 全
国
大
会
準
優
勝
  豊
橋
市
職
労
チ
ー
ムム

　
　
第

回
自
治
労
連
全
国
野
球
大

第
　
回
自
治
労
連
全
国
野
球
大
会会

2828

勢揃いする豊橋市職労チーム

　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
の

　
　
　
　
　
　
　
大
統
領
選

挙
は
、
選
挙
前
の
予
想
に
反

し
、
ト
ラ
ン
プ
候
補
が
労
働

者
層
の
現
状
に
対
す
る
変
革

に
期
待
を
集
め
、
勝
利

し
た
。

　
米
国
の
９
月
に
出
し

た
国
勢
調
査
局
の
報
告

書
で
は
、
米
国
の
富
裕

層
の
上
位
１
％
が
全
国

民
の
収
入
の
　
％
を
占

22

め
る
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
も
１
０
０
万
ド
ル

（
約
１
億
２
０
０
０
万

円
）
以
上
の
金
融
資
産

を
保
有
す
る
人
は
２
４

５
万
人
い
る
一
方
で
、
年
収

２
０
０
万
円
未
満
の
労
働
者

は
１
１
０
０
万
人
以
上
。
年

収
３
０
０
万
円
未
満
は
３
０

０
０
万
人
以
上
で
あ
る
。　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
期
待
も
高

く
、
安
倍
政
権
の
「
働
き
方

改
革
」
で
は
、
長
時
間
労
働

の
是
正
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
を
め
ざ
す
と
し
、
労
働
者

の
期
待
を
集
め
て
い

る
。
一
方
、
労
働
基
準

法
の
改
正
法
案
に
は
、

「
裁

量

労

働

制

の

拡

大
」
や
「
高
度
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の

創
設
」
な
ど
で
「
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
」

な
ど
入
っ
て
い
な
い
。

企
業
が
一
番
活
動
し
や

す
い
国
の
た
め
の
改
革

か
、
労
働
者
が
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
「
ル
ー

ル
づ
く
り
」
か
が
問
わ
れ
て

お
り
、
格
差
の
是
正
へ
、
労

働
組
合
の
運
動
は
重
要
に
な

っ
て
い
る
。

う
好
ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
６
回

表
の
追
加
点
を
守
り
切
り
４
―

３
で
勝
利
。
準
決
勝
は
攻
守
の

リ
ズ
ム
も
よ
く
終
始
リ
ー
ド
を

保
ち
、
所
沢
市
職
労
チ
ー
ム

（
埼
玉
）
に
６
―
２
で
快
勝
し

ま
し
た
。

　
迎
え
た
決
勝
戦
の
相
手
は
、

宇
部
市
職
労
。
こ
の
試
合
で
初

め
て
先
行
を
許
し
た
豊
橋
チ
ー

ム
は
、
４
回
を
終
わ
っ
て
１
点

差
ま
で
詰
め
寄
り
ま
し
た
が
、

結
果
は
１
―
４
と
惜
し
く
も
準

優
勝
で
し
た
。
来
年
の
雪
辱
、

優
勝
が
楽
し
み
で
す
。


